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卒前・卒後のコンピテンシー獲得に⾄る多様なプロセスを⽀援する多⾯的な評価情報が集
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研究代表者 岡崎仁昭 ⾃治医科⼤学 医学教育センター 教授 
 

研究要旨 本研究では学⽣の総括的評価に加え、知識・技能・態度に関する形成的
評価を⾏い、医師としてのコンピテンシー達成を⾃⼰および他者評価する⽀援シス
テム（ダイナミックシラバス）の開発と運⽤を実施した。2018 年度はシステムの
導⼊を⾏い、2019 年度はシステムの運⽤・改善と合わせ、学習者⽤・教育者⽤の教
材作成を通じた利⽤拡⼤の⽀援検討、⾨⽥班との連携による教材の実装・試験運⽤
等を⾏った。2020 年度は研究の最終年度として、システムを⽤いた教育の実証評
価を⾏った。本研究によって設計された学習⽀援の仕組みを通じて、学習履歴の⼀
元管理、卒前卒後のシームレス化などが⽀援可能と考えられる。また、新型コロナ
ウイルス等の影響にともない、2020 年度は全国的にオンライン授業を主体とする
教育が必須となったが、平時の教育体制が運営できない場合であっても、遠隔教育
を主体として学習・教育を継続可能とする⽰唆が得られた。 
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A. 研究⽬的 

 医学教育においては、⽇本医師会および
全国医学部⻑病院⻑会議による「卒前卒後
のシームレスな医学教育を実現するための
提⾔」、医学教育モデル・コア・カリキュ
ラムの改定などにより、卒前・卒後で提⽰
されるコンピテンシーが統⼀化された。知
識・技能・態度の 3要素に関する能⼒育成
はシームレス性が必要である。⼀⽅で、こ
うしたコンピテンシーを基盤とした学習に
ついての⽀援⽅策は不⼗分である。 
 本研究ではダイナミックシラバスとし
て、学⽣の総括的評価に加え、知識・技
能・態度に関する形成的評価を⾏い、医師
としてのコンピテンシー達成を⾃⼰および
他者評価する⽀援システムの開発とその評



価を⾏う。卒前に加えて卒後も同⼀のシス
テムで学習履歴を管理できるようにし、卒
前・卒後の連携をはかる。すなわち、各学
年での到達度評価（卒前）、臨床研修の到
達⽬標や専⾨医取得に向けたポートフォリ
オ（卒後）も視野に⼊れる。 
 2018 年度においては、学内Moodleを
基盤としたシステム構築およびトライアル
運⽤と評価を⽬的とした。この結果とし
て、学習対象者に対する教材の発信や学習
履歴の管理、フィードバック、さらにはカ
リキュラム評価なども視野に⼊れた学部全
体としてシステムを利⽤するにあたっての
Moodleの機能拡張およびトライアルとし
ての運⽤が実施された。 
 2019 年度ではシステムの運⽤開始と合
わせ、利⽤者からのフィードバックを元に
した改善点に関する改修を進めた。また、
⾨⽥班との連携の元、卒前・卒後をシーム
レスに接続していくための学習環境とし
て、特に臨床での学びを⽀援するための教
材開発およびMoodle への導⼊検証を実施
した。さらに、研究成果の中間報告と合わ
せ、特にMoodleを利⽤した学習・教育⽀
援の事例に関する情報収集を⾏い、本研究
の位置づけと教育現場におけるニーズの整
理を⾏った。合わせて、2018 年度より委
託開発を継続してきた教材やプラグインに
関して、クリエイティブ・コモンズライセ
ンスの元で公開し、⾃由な利⽤が可能とな
るよう準備を整えた。 
 2020 年度では、システム全体の検証と
して、学⽣教育での利⽤や得られるログデ
ータ等を⽤いた教育⽀援の可能性について
の解析にも着⼿した。特に新型コロナウイ
ルス感染症の影響にともない、オンライン

教育の利⽤が格段に増加したことを受けた
知⾒の整理を⾏った。 
以下、各年度の研究を整理し、本研究全

体の総括報告を⾏う。 
 
B. 研究⽅法 
 
 本研究は 2018 年度から 2020 年度まで
の 3 カ年で計画した。まず、研究デザイン
および研究体制を記載する。 
 
【研究デザインおよび研究対象者】 
 
 研究対象者は⾃治医科⼤学に在籍中の学
⽣および卒業⽣である。本研究では学習者
の形成的・総括的評価の情報を⽤いて学修
到達度を評価するため、⾃由記述アンケー
ト等を⽤いる質的研究ではなく、数値デー
タを⽤いる量的研究として取り扱う。 
 
【研究計画を遂⾏するための研究体制】 
 
 研究代表者である岡崎は基礎・臨床を両
輪とした医学教育改⾰によるグローバルな
医師養成推進委員としての活動実績があ
り、本学における卒前教育の責任者であ
る。 
 研究分担者である佐⽥は本学附属病院⻑
として医学⽣の BSL から初期、後期研修
プログラムの統括責任者である。 
 研究分担者である川平はシミュレーショ
ンセンターの責任者、シミュレーション教
育のスペシャリストであり、適切なシミュ
レータの選定と評価法の策定と検証を⾏
う。 
 研究分担者である⼭本は卒後教育部⾨の



責任者として卒後教育の策定と検証を⾏
い、卒後臨床教育を統括する。 
 研究分担者である松⼭は医学教育を専⾨
としており、特に学習者の⾃⼰調整学習と
いう観点からの評価・検証を⾏う。 
 研究分担者である淺⽥は情報センターIR
部⾨の所属であり、Moodleの管理運営、
⼤規模データに対する R等を⽤いた解析に
精通している。また、同情報センター所属
である統計の専⾨家との連絡・相談を密に
⾏うことも可能である。 
 
 研究代表者・研究分担者の所属する⾃治
医科⼤学は、その特性上、卒業後は出⾝都
道府県に戻って地域医療に従事する義務を
負っている。学内の地域医療推進課、およ
び卒業⽣・在学⽣の縦のつながりである県
⼈会を通じて全国の都道府県における卒業
⽣とのネットワークを通じた学習履歴管
理・学修成果の調査が可能となる。 
 
（倫理⾯への配慮） 
 
 本研究は医学研究、特に医学教育研究と
しての側⾯を持つ。そのため、倫理指針と
しては⼈を対象とする医学系研究に関する
倫理指針が該当するが、指針にうたわれて
いる「医学系研究」という側⾯は少ない。 
本研究における主たる実施項⽬は、学習
者・指導者の⽇常の学習・教育活動を⽀援
するためのシステム構築である。基盤とし
て⽤いるMoodleは⽇常の学習においても
利⽤されるシステムであり、特に教育⽬的
においてはそのデータを活⽤して⽀援する
ことは当然である。⼀⽅、研究として実施
する場合においては⽬的外となり得る。利

⽤者、特に学習者については、各⾃の学習
活動にまつわるデータを収集・解析するこ
とになるため、運⽤に際しては同意が必要
となることも考えられる。なお、研究分担
者である淺⽥は、Moodleを⽤いた匿名で
の学習分析に関して、学内の倫理審査委員
会より審査不要の認定を受けた経緯はあ
る。このため、特に本研究においては学習
者個々⼈の実名に紐づくデータとして学習
分析を⾏う際において、検討が必要である
と考えられる。 
これらの背景を踏まえ、「総合的な学習

成果判定のためのマルチメディア対応試験
対策を念頭に置いた、Moodle・totara上で
の医学教育コンテンツに関するユーザビリ
ティと学習効果に関する調査研究」と題し
て学内における倫理審査委員会に諮った。
この結果、倫理審査は不要である研究とし
ての判断を受けた（臨⼤ 19-162）。 
 
C. 2018 年度の研究成果 
 
◆研究⽅法 
 

2018 年度はシステムの構築完成および
部分的なトライアル運⽤を⾏った。以下に
当該年度の詳細を記載する。 
 
 2018 年度の研究計画は、ダイナミック
シラバスとして学習者の学習履歴を集約管
理し、学習者による⾃⼰評価・省察⽀援お
よび教員・指導員による評価結果の閲覧・
⼊⼒を⽀援するシステムの構築を⽬指し
た。本研究ではMoodleを基盤とし、卒業
⽣など学外の学習者に対しても教材の発信
や学習履歴の管理、フィードバックを⾏う



ことを検討した。 
 Moodleをはじめとしたオープンソース
のシステムを⽤いることで、利⽤や改修が
⽐較的容易であり、設置するサーバの運⽤
や保守管理が可能であればどのような施設
にも応⽤可能とした。 
 本学の卒業⽣は⼀定期間、全国 47都道
府県の地域医療に従事する義務を負い、⾃
⼰学習の遠隔⽀援により卒前・卒後を連携
し、⼀⼈前の医師となるまでのサポートを
⾏うための準備体制を整えた。具体的に
は、以下の開発を⾏った。 
 
【開発 1：Moodleベースの⼊⼒・閲覧操
作を可能とするシステム開発】 
 
 Moodleベースの評価システムを開発し
た。利⽤者は PC あるいはモバイル端末か
ら⼊⼒・閲覧を⾏えるようにした。学習成
果は CBT など座学学習の情報だけでな
く、シミュレータ等を⽤いた技能履修につ
いても情報を集積することを可能とした。
具体的には、各シミュレータにQRコード
等を設け、学習者のもつスマートフォン等
でデータを取得しMoodleに利⽤結果を流
し込むなど、多様な学習情報を収集するこ
とを検討した。 
 
【開発 2：機械学習による臨床能⼒の客観
的評価が可能なシステム開発】 
 
 機械学習による評価と臨床到達⽬標の客
観的評価を⾏う準備を整えた。総括的な評
価に加え、学習過程の評価情報も集積し、
⽬標到達状況および総合的な臨床能⼒を客
観的に評価するシステム開発を⾏った。収

集されたデータは R等で機械学習を⾏い、
学習者の成⻑を予測し呈⽰するシステムと
した。 
 
【開発 3：⼀括サーバ管理による学習成績
と臨床研修データを統合するシステム開
発】 
 
 様々な教育・学習関連のデータを管理す
るため、⼀括サーバ管理システムを構築し
た。本研究では、オープンソースで開発さ
れている Learning Lockerなどを学習履歴
管理に⽤い、Moodleとの連携をシームレ
ス化することを検討した。⼀⽅、出⽋情報
や最終成績などは学務システムに別保存さ
れることが⼀般的であり、Moodleとは別
個に管理することを検討した。なお、各種
サーバは学内LAN上に設置し、サーバ本
体のセキュリティ管理を厳重に⾏えるよう
に整備した。また、単位認定等に関わる総
括的評価の数値は扱わず、形成的評価のデ
ータを主として扱うことで、学務管理シス
テムとの切り分けを⾏った。 
 
 これらの開発研究と並⾏し、Moodleの
標準機能やプラグインを⽤いた環境整備を
実施した。また、⾨⽥守⼈（⽇本医学会 
会⻑）⽒による研究課題と連携し、合同会
議を持つことなどを通じて、両研究課題の
強みを活かした遂⾏を⽬指した。 
 
◆研究結果 
 
 まず、研究⽅法にて記載した 3 つの開発
に関して、それぞれの結果を記載する。 
 



【開発 1：Moodleベースの⼊⼒・閲覧操
作を可能とするシステム開発】 
 
 Moodleベースの評価システムとして、
Moodle 標準のデータベース活動モジュー
ルを回収したプラグインの委託開発委託を
⾏った。Moodleの標準機能の 1つである
データベースモジュールでは、⼀般的なデ
ータベースソフトであるMicrosoft Access
や FileMakerのように簡易的なデータベー
スを作成することが可能である。このデー
タベースには教員だけでなく学⽣も投稿す
ることが可能であり、またそれぞれの投稿
内容に対する相互コメントや採点を⾏うこ
とも可能となっている。さらに、教員と学
⽣とで閲覧可能な範囲を制限することも可
能であるため、学習⽇誌やポートフォリオ
として⽇々の学びを記録させるといった使
⽤⽅法もできる。 
 ⼀⽅、本機能はあくまでMoodle 内部の
活動として存在するものであり、Moodle
以外のシステムを⽤いて実施した学習履歴
を集約する際にはデータのインポートを⾏
う必要がある。これは、例えばVirtual 
Realityを利⽤したシミュレータでの学習
履歴や、Moodleを利⽤せずに⾏った⼩テ
ストや課題等の結果を集約する場合などが
該当する。しかし、この際、（1）インポー
トは⼿動でしか⾏うことができない（2）
データをインポートした際、インポートさ
れたユーザは「インポートを⾏ったユーザ
に紐づけられる」という 2つの⽋点があっ
た。特に後者については、教員が⼀括で学
⽣のデータをインポートすることができ
ず、学習履歴を集約管理するには不向きで
あった。 

 そこで本機能を改善したプラグインとし
て、（1）指定されたフォルダに存在する
CSVファイルについて、指定された⽇時
に⾃動でインポートする機能（2）データ
をインポートした際、usernameとして記
載されたユーザにデータが紐づけられる機
能 という 2つの機能を有したプラグイン
の委託開発を完了した。参考として、（1）
および（2）に該当する設定項⽬のスクリ
ーンショットを添付する（図 1）。 
 

 
図 1 CSV取り込みの設定画⾯ 

 
【開発 2：機械学習による臨床能⼒の客観
的評価が可能なシステム開発】 
 
 機械学習による評価と臨床到達⽬標の客
観的評価を⾏うためのシステム開発とし
て、Rの活⽤を検討した。新規開発のプラ
グインとして、Moodleと別サーバに⼊れ
た Rを連携させ、Moodle 上に残る学習履
歴情報を解析するための仕組みを整えた。
また、解析した結果については R等を⽤い
て動的なグラフとして表⽰させる仕組みを
含むものとした。 
 本機能に関しては、Moodleの公式なプ



ラグインとして提供されている
「Configurable Reports」をベースとした
開発を⾏った。「Configurable Reports」は
指定した権限のユーザが SQL⾔語を⽤い
てMoodleのデータベースから直接データ
を収集することができる環境を提供してい
る。このため、Moodleの基本機能だけで
は困難である、多数のコースを横断した学
習履歴の習得などを⾏うことに適してい
る。なお、SQL⽂を作成できるのは管理
者権限を有するユーザであるため、学⽣ユ
ーザが⾃由にデータを閲覧してしまうこと
はない。また、データを表⽰する際には実
⾏したユーザの IDを変数としてもたせる
ことも可能である。このため、学⽣が⾃⼰
の成績情報を閲覧する際、全体における順
位などを⾃動で計算して表⽰することも可
能となる。⼀⽅、「Configurable Reports」
では数値データを習得することが主たる機
能となっており、得られたデータをグラフ
として可視化する機能は⾮常に限定的であ
る。また、統計的に解析を⾏うなど、学習
分析をより詳細に⾏っていくための機能は
有していない。 
 今回、開発を委託したプラグインでは、
既存の「Configurable Reports」の拡張版
として、（1）別サーバで⽤意された Rと
連動し、Rで解析を⾏った結果をMoodle
上に戻す、という機能を実装した。また、
合わせて（2）Moodle 上では表敬式でのデ
ータを表⽰させず、グラフのみを表⽰させ
る、というオプションの追加を⾏った。 
（1）については、当初は R Shinyを⽤い
たWebアプリケーションとしての開発を
検討していた。しかし、Moodleと Rサー
バとの間でデータをやり取りするにあた

り、通信回数が増加してしまい、グラフ表
⽰までの時間が超過してしまうという課題
が⾒受けられた。このため、代替案として
R plumber よる API を設計し、plot.ly パ
ッケージを⽤いて動的グラフを表⽰すると
いう⽅策を検討した。R shinyを使⽤する
場合と⽐較し、前述の通信回数に関する改
題が解決されるため、動作速度に関しては
向上が⾒込まれた。⼀⽅、R Shinyを⽤い
る場合と⽐較して、1つの画⾯に複数のグ
ラフを同時表⽰することが困難であること
も課題として挙がっていた。だが、仮に R 
Shinyを利⽤していても動作速度の課題か
ら複数グラフを同時に表⽰することは得策
ではないことが考えられた。このため、R 
plumber および plot.lyを利⽤してのグラ
フ⽣成を⾏う⼿法で開発を⾏った。 
 また（2）に関して、既存の
「Configurable Reports」では⾃動で抽出
したデータを画⾯に表⽰する仕様となって
いるが、この場合、1万⾏を超えるような
⼤規模データである場合、表⽰そのものに
時間がかかってしまって処理が遅くなって
しまうことが多々⽣じていた。本研究での
利⽤⽅法としてはグラフの⽣成やデータの
解析結果に関する表⽰であり、⽣データを
表⽰させることは想定していないため、こ
れを⾮表⽰とすることで全体としての動作
速度の向上を検討した。参考として、本プ
ラグインに関する動作画⾯のサンプルをス
クリーンショットとして添付する。（図
2、図 3、図 4） 
 



 
図 2 表⽰させるグラフの選択 

 

 
図 3 学⽣情報を指定するための設定 

 

 

 
図 4 サンプルグラフの表⽰例 

 
【開発 3：⼀括サーバ管理による学習成績
と臨床研修データを統合するシステム開
発】 
 オープンソースで開発されている
Learning Lockerは、Moodle等の LMS
（Learning Management System）とは異
なる、LRS（Learning Record Store）と呼
ばれるシステムである。LRSは学習履歴管
理のために⽤いられるものであり、
Moodle等の LMSからデータを集約して
⼀元管理するための機能を有している。 
 LRSでは「誰が（Actor）」「どうした
（Verb）」「何を（Objective）」という 3要
素を主として⽤いた xAPI(eXperience 
API)や IMS Caliperの形式を⽤いており、
これによって学習者の学習経験を保存して
いる。このため、特にコンピテンシー等の
達成度評価を⾏うにあたっては本形式を⽤
いることは親和性があると考えられた。 
 LMS以外のシステムからもデータをイ
ンポートすることは可能であり、複数の
LMSを併⽤して学習した場合の学習結果
を統合管理する機能として優れている。⼀
⽅で、⼀般的な LMSで⽤いられているデ
ータベースであるMySQLや PostgreSQL
などと異なり、LRSにはMongoDBなど
の NoSQLが⽤いられている。このため、
データを移⾏するためには専⽤のプラグイ
ンなどを⽤いて形式を変換する必要があ
る。 
 本研究で LRSを⽤いるにあたっての課
題として、前述したデータ移⾏のためのプ
ラグインが開発途上であり、すべての学習
履歴を事細かに xAPI として変換するには
不⼗分であることが明らかになった。これ



は、例えば学習者が⼩テストの実施を試み
た場合、全体として何問正解したか、同じ
⼩テストを何回繰り返して学習したか、と
いった総論的な情報については変換可能で
あるが、1つ 1つの⼩問について正解した
か否か、どのような誤答傾向を続けている
か、といった各論的な情報については LRS
⽤に変換する機能が開発されていない。ま
た、前述のようにデータベースの形式が異
なるため、⼀度 LRS⽤に変換してしまう
と他のデータベース上にあるデータと合わ
せて統計的に分析する際に再度の変換が必
要となってしまい、動作速度からも⾮効率
なものになってしまう。 
 このため、本研究での開発においては
Learning Locker等の LRSを導⼊すること
を⾒合わせ、代替案として【開発 1】で設
計したプラグインを元にMoodle 上に学習
履歴データを集約するサーバ構成とした。
この場合、当然ながら、Moodle 上に集約
されるデータの種類も膨⼤となる。このた
め、サーバの全体構成を⾒直し、バックア
ップに必要なサーバを配置することで安定
性の確保を試みた。 
 また、【開発 2】で作成したプラグイン
を動作させるためには、前述のように Rの
サーバが別途必要となる。この Rサーバに
関しても別途で設計を⾏い、Moodleの本
サーバと同⼀の LAN上で直接データをや
り取りできるようにする構成とし、通信速
度の向上を試みた。 
 これと合わせ、Moodleで扱う⼩テスト
の問題や学習コンテンツ等の設計を⽀援す
るため、オープンソースである Xerteおよ
び TAOを運営するためのサーバ設定を⾏
った。 

 Xerteは 1 コンテンツあたり 5−10 分程
度で学習可能なマイクロラーニングを⽀援
するための教材設計に適しているものであ
る。本システムは⽇本医学教育学会におい
ても会員向けに利⽤可能な状態で整備が進
められているが、学内のサーバに直接イン
ストールすることでより⾼速に利⽤するこ
とが可能となった。学会が⽤意しているシ
ステムと同⼀のものであるため、必要に応
じてコンテンツのインポートおよびエクス
ポートを試みることもできる。 
 TAOは CBT を⽀援するためのシステム
であり、OECDによる PISA調査やフラン
スの全国学⼒調査などの⼤規模な調査にお
いても⽤いられているものである。
Moodleとは独⽴したシステムであるが、
作成した問題をMoodleにインポートする
ことは可能である。また、TAOシステム
のみを単体で利⽤し、実際に学⽣に対して
CBT として受験させることも可能であ
る。Moodleの⼩テストとは異なり、CBT
に特化した形で設計されているシステムで
あるため、問題のランダム化や採点などが
より細かに設定可能である。 
 以上が新規に導⼊したサーバに関する概
要である。いずれのシステムに関しても、
Moodleを主軸として連携をいかに効率化
していくかという観点で実装を進めた。以
上と合わせ、本研究を遂⾏するにあたって
は、出⽋情報や最終成績なども学習分析を
⾏うためのデータとして⽤いる必要があ
る。これらのデータは学⽣の履修結果に直
接関係しているものであり、Moodleとは
別個の専⽤システムで管理運営がなされて
いる。これらについてはデータの特性上、
Moodle 上で原本データを集約管理してし



まうことは不適切であると考えられた。こ
のため、IRとしてのデータ管理と同様、
学習分析をするにあたって必要な情報のみ
をMoodle 上に複製する形での運⽤形態を
検討した。実際、学習分析を⾏うに当たっ
て必要となる出⽋情報や成績などは既に確
定したものが⼤半であり、リアルタイムに
情報を反映する必要がないという結論に⾄
った。なお、単位認定等に関わる総括的評
価の数値は扱わず、形成的評価のデータを
主として扱うことで、学務管理システムと
の切り分けを⾏った。 
 各種サーバは学内LAN上に設置し、サ
ーバ本体のセキュリティ管理を厳重に⾏え
るように整備した。 
 以上が委託開発に関する結果である。な
お、開発されたプラグインに関しては
GPLライセンスに基づいて情報を公開す
る必要があるため、2019 年度中に利⽤可
能となるよう整備を進めることとした。 
さらに、ここまでで整理した委託開発と合
わせ、Moodleの標準機能およびプラグイ
ンなどを利⽤して以下の環境整備に着⼿し
た。 
 
【環境整備 1：初期臨床研修の評価表に関
する電⼦化】 
 
 2020 年度より変更となる初期臨床研修
では、研修の到達度に関し、インターネッ
トを⽤いた⾃⼰評価や他者評価の管理が求
められている。そこで、種々の達成度評価
表をMoodleで利⽤可能となるような実装
を試みた。 
 卒前ではルーブリックを⽤いた態度評価
をMoodle 上で⾏っている事例も⾒受けら

れていることから、卒前・卒後で同様の⽅
法で評価可能となるよう、達成度評価に関
してもルーブリックの形式を基本として作
成した。また、経験すべき症例や疾病に関
しては卒前におけるログブックに相当する
ものと考えることもできる。このため、単
純なチェックリストとしての機構と合わ
せ、経験した症例数を記録することも可能
な機構と 2種類の開発を⾏った。 
 なお、これらについては既に本学の研修
医向けに、Moodleベースの LMSである
totara上で 2020 年度版の評価表をルーブ
リックとして作成した設計がなされてい
る。研究分担者との調整のもと、本評価表
をMoodleに移⾏することで、作業効率の
改善化を図った。totara上のルーブリック
例を図 5に⽰す。 
 

 
 
図 5 totara上での研修医評価ルーブリッ
ク例 
 
【環境整備 2：シラバスの電⼦化】 
 
 Moodleの標準機能である「データベー



ス」は、【開発 1】でも⽰したように簡易
的なデータベースを設計するための機能を
有している。本機能を利⽤することで、学
内におけるシラバスを電⼦化するための試
作を⾏った。シラバスを電⼦化すること
で、主に（1）これまで紙媒体であったも
のを検索可能なものとし（2）各講義や実
習の学習⽬標や評価⽅法などを⼀元管理す
ること、などが可能となった。 
 なお、これと並⾏して各回の講義等で⽤
いられているスライド資料等を閲覧・検索
可能な形で整理することも求められる。現
在、Moodleにはグローバルサーチとして
Apache Solrを⽤いた全⽂検索機能が備わ
っている。これを⽤いることで、PDFを
含めた資料を検索することが可能となり、
より効率的に学習教材を利⽤するための環
境整備につなぐことが可能となった。シラ
バスをMoodle 上に落とし込んだサンプル
を図 6として⽰す。 
 

 
 
図 6 データベースモジュールによるシラ
バス例 
 
【環境整備 3：モデル・コア・カリキュラ
ムおよびディプロマポリシーの設定】 

 
 Moodleの標準機能である「コンピテン
シー」を⽤いることで、モデル・コア・カ
リキュラムやディプロマポリシーのように
階層化された到達度の項⽬をMoodle 上で
管理することが可能となる。このコンピテ
ンシー項⽬は、Moodle 上の各コース、さ
らには 1つ 1つの活動について紐付けるこ
とができる。これにより、それぞれのコン
ピテンシーやディプロマポリシーの達成度
合いを容易に計算・可視化することができ
る。さらに、各コース情報を軸とすること
で、前述した電⼦シラバスを元にしたカリ
キュラムマップを作成しやすくすることに
もつながる。 
 今回、平成 28 年度改訂版モデル・コ
ア・カリキュラムに関して、Moodle 上で
利⽤可能な形に加⼯して登録を⾏った。ま
た、同様にもディプロマポリシーについて
も実施した。なお、特にモデル・コア・カ
リキュラムに関しては医学部で共通的に利
⽤可能であることから、他施設でも利⽤可
能なように整備を進めることを検討してい
る。図 7として、⾃治医科⼤学におけるデ
ィプロマポリシーをMoodle 上に実装した
例を⽰す。 
 



 

 
図 7 ⾃治医科⼤学ディプロマポリシーを
Moodleで実装した例 
 
【環境整備 4：オープンバッジ等を⽤いた
到達度評価の準備】 
 
Moodleの標準機能であるバッジに加え、
プラグインとして公開されている
「Completion Progress」や「Level up!」
などを⽤いることで学習者の形成的評価、
さらにはゲーミフィケーションなども含め
た⾃⼰調整学習の⽀援をすることが可能と
なる。このため、両プラグインの動作検証
および⼀部機能の⽇本語化に着⼿した。 
 
◆考察 
 
 医学の進歩に伴い卒前卒後で扱う学習内
容は膨⼤である。また学習者には様々な特
性がありコンピテンシー獲得に⾄るプロセ
スは多様である。卒前卒後のコンピテンシ
ーが統⼀化された今、卒前卒後のシームレ

スな医学教育を実現するうえで重要なの
は、各学習者が膨⼤な学習内容の中で⽅向
を⾒失うことなく⽬標にどれだけ近づいて
いるかを俯瞰できるシステムである。そし
てそのシステムは多様な学習者特性に対応
するため、様々な個々の学習活動や多⾯的
な評価の情報が集約化される必要がある。
さらにシステムに学習者個⼈が能動的にア
クセスできる利便性を備え、学習活動や評
価を⾃⼰省察する基盤となることが望まれ
る。 
 本研究が⽬指す、学習履歴の⼀元管理お
よび機械学習を含めたデータの⾃動解析を
取り⼊れたシステムは、卒前卒後のシーム
レス化に必要な上記の要素を含むと考え
る。そして集約化された多様なデータを基
に⾃分の⽴ち位置を知ったうえでの卒前卒
後のシームレスな⾃⼰学習に役⽴つと期待
できる。学習⽀援はより学習者の特性や進
捗状況により特化したものとなる。また、
本システムは、Moodle や Rなどのオープ
ンソースを主体としたソフトウェアで構成
されている。そのため、施設内外にサーバ
を設置して運営することができ、ソフトウ
ェアの改善やメンテナンス等も⾏いやす
く、時代の変化に合わせて柔軟に修正を⾏
うことも⽐較的容易で、汎⽤性の⾼いシス
テムの確⽴が期待される。 
 
 2018 年度はシステムのトライアル運⽤
を⽬指してのシステム準備を⾏った。この
ため 2019 年度は以下のプランニングで研
究を遂⾏可能と考えている。 
 
【研究 1：Moodleで活⽤するためのコン
テンツ作成】 



 
 Moodleベースで作成するためのコンテ
ンツを作成する。研究代表者らは既に
PowerPoint ベースでの学習教材を開発済
であり、これをMoodle 上で活⽤するため
に変換等の作業が必要となる。具体的に
は、国家試験等をベースとしたコンテンツ
をMoodle 上の⼩テスト機能で利⽤可能と
し、適宜、必要に応じて参考資料などを検
索しつつ学習できるようにする。 
 
【研究 2：評価基準の策定およびそれに基
づく評価】 
 
 本研究成果を評価するための指標とし
て、Kirkpatrickによる四段階の評価を参考
として KPI・KGI に関連する事項の策定検
討を⾏う。具体的には、Moodleをベース
とした本システムのユーザビリティに関す
る調査やコンテンツそのものに関する満⾜
度調査（レベル 1）、Moodle 上での学習を
含めた知識・技能・態度に関する達成度評
価（レベル 2）、本システムを⽤いて学ん
だ結果として卒前・卒後の接続がシームレ
スとなったか否かの評価（レベル 3）、質
の良い教育が提供された結果、質の⾼い安
全・安⼼な医療を提供できるようになった
か否かの評価（レベル 4）などについて検
討を⾏う。なお、本研究では研究期間の兼
ね合いから実際に評価を⾏うのはレベル 2
までを検討する。 
 
【研究 3：機械学習等を⽤いたレコメンデ
ーション機能の検討】 
 
 機械学習による教材のレコメンデーショ

ン機能など、学習者 1 ⼈ 1 ⼈に合わせた教
材提供が可能となるよう機能追加を検討す
る。具体的には、Moodleに基本機能とし
て備わっている学習分析の機能を応⽤し、
研究 1 で⽰したコンテンツの学習状況など
をベースとした学習分析・予測などが可能
となるようにする。 
 
D. 2019 年度の研究成果 
 
◆研究⽅法 
 
 2019 年度は（1）システムの運⽤・改
善、（2）学習⽀援⽤・Moodle利⽤促進⽤
の教材開発（3）⾨⽥班との連携による学
習⽤教材の実装を⾏った。また、（4）国内
外での学会における発表・聴講を通じた情
報収集を⾏った。以下に当該年度の詳細を
記載する。 
  
（1）システムの運⽤・改善 
 
 2018 年度に導⼊・トライアル運⽤を⾏
ったシステムについて、2019 年度ではそ
の実運⽤、改善点の検討および改修を検討
した。具体的には以下の通りである。 
 
【調査１：ダイナミックシラバスの運⽤状
況】 
 
Moodle 上のログを⽤いることで、ダイ

ナミックシラバス利⽤状況に関する調査を
⾏った。この調査においては、学習者や教
育者の利⽤状況と合わせ、サーバ本体にか
かる負荷に関しても調査を⾏った。 
Moodle 上では、標準機能としてログイ



ン・ログアウトを含む全ての操作ログが記
録されている。⼀⽅で、ログの抽出に際し
ては標準機能だけでは不⼗分であり、複数
の出⼒データを再統合して解析する必要が
⽣じてしまう。このため、2018 年度の委
託開発として作成したプラグインを活⽤
し、Moodle 内のデータベースから必要な
データを直接出⼒し、解析を⾏った。 
サーバ負荷に関しては、CPUやメモリ

の利⽤状況を主として観測することとし
た。ネットワーク負荷に関しては、全寮制
という特徴から学内からの利⽤が主体であ
り、速度上の問題は発⽣し難いこと、およ
び学内サーバという特性から通信状況につ
いては統括的に管理されていることなどか
ら、本年度での詳細な調査からは外すこと
とした。 
 
【開発 1：Moodle本体およびプラグイン
の更新】 
 
 Moodle本体は半年に 1回のメジャーバ
ージョンアップ（3.5から 3.6、など）と合
わせ、定期的なマイナーバージョンアップ
（3.5.0から 3.5.1、など）が⾏われてい
る。いずれも機能追加と合わせ、セキュリ
ティ⾯でのバージョンアップやバグ対応な
ども実施されている。また、LTSと⾔われ
る⻑期サポートバージョン以外は 18ヶ⽉
でセキュリティアップデートも終了となる
ため、定期的な更新が必要である。 
このため、2019 年度中での更新とし

て、2019 年 5⽉にメジャーバージョンア
ップとなったMoodle3.7の最新版へのアッ
プデートを検討した。 
これに合わせ、2018 年度に委託開発し

たプラグインに関しても改修が必要となる
ため、3.7対応を⽬指した開発を新たに検
討した。なお、2019 年度中には開発の際
にベースとしたプラグインに関しても更新
が⾏われていたため、最新版のプラグイン
を基盤として 3.7対応への改修を⾏うこと
とした。 

 
（2）学習⽀援⽤・Moodle利⽤促進⽤の教
材開発 

 
ダイナミックシラバスとしての運⽤を継

続するにあたって、学習者が利⽤する学習
⽀援⽤教材、教育者が利⽤するMoodle利
⽤促進⽤の教材開発を⼿掛けた。具体的に
は以下のとおりである。 

 
【開発 2：「診断学のまとめ」教材の導
⼊】 

 
本研究で開発するダイナミックシラバス

はMoodleをベースとしている。Moodle
はあくまで学習環境であり、それ単体では
学習コンテンツは含まれていない。2018
年度中でもトライアルと合わせて既に学内
で保有していた教材は利⽤可能としていた
が、分量としては不⼗分であった。そこ
で、より総合的な学習に利⽤可能な教材と
して、診断学を主とした独学⽤の PDFお
よび択⼀問題をMoodle⽤に変換し、実装
することとした。 
 
【開発 3：ダイナミックシラバスとして利
⽤可能な教材の設計と運⽤】 
 
 開発 2 で扱う教材についても、単体では



従来型の学習教材・コンテンツをMoodle
に落とし込んだ形に過ぎない。ダイナミッ
クシラバスとしての運⽤を進めるにあたっ
ては、教育者・学習者の双⽅が学習の進捗
を観察できることが必要不可⽋である。こ
れに関しては、教材⼀つ⼀つの進捗管理と
合わせ、モデルコアカリキュラムやディプ
ロマポリシーなどに即した到達基準を整備
し、学習到達度と紐付けた管理が必要とな
る。2018 年度の開発においてシラバスの
電⼦化や進捗管理のためのプラグイン追加
に着⼿したが、この成果を⽤いた教材の設
計と運⽤を推進した。 
 
【開発 4：Moodle利⽤促進の教材開発】 
 
Moodleの利⽤解説については、Moodle

開発元のWeb サイトに詳細な記載がある
が、全て英語での記述となっており、利⽤
に際してのハードルが⾼くなってしまうこ
とが懸念される。このため、2018 年度の
成果としてMoodleの基本的な機能を利⽤
するための解説教材の作成に着⼿した。⼀
⽅、本教材はあくまでMoodleの操作⽅法
を解説するためのものであり、ある教育を
⾏う場合に、どのような機能が利⽤可能
か、といった教育内容と機能とを対応させ
た情報は不⾜していた。また、さらにその
基盤として、Moodleの基盤となっている
社会的構成主義をはじめ、遠隔教育・成⼈
教育を実施するにあたっての理論的な背景
に関する情報も必要性がある。 
以上を念頭に、特に理論的な背景を解説

するための教材作成と合わせ、Moodleの
機能を具体的に利⽤して教育実践のイメー
ジをつけるための教材開発に着⼿した。 

 
（3）⾨⽥班との連携による学習⽤教材の
実装 
 
【開発 5：動画・⾳声等を⽤いたアウトプ
ット型教育コンテンツの作成と運⽤】 
 
 ⾨⽥班との連携の⼀環として、⾨⽥班河
北グループでの分担研究において「動画・
⾳声を⽤いた実践知識の補強を⽬的とした
アウトプット型教育コンテンツ」の開発を
⼿掛けている。本教育コンテンツはスライ
ドや動画・⾳声等を⽤いた学習⽀援教材で
あり、LMS（Learning Management System）
を⽤いることで能動的な学習⽤の教材とし
て利⽤することも可能となる。 
これを念頭に、Moodleの機能を⽤いて

本教材を運⽤可能か、試験的に実装するこ
とを⾏った。運⽤するにあたっては他施設
での利⽤等が容易に可能となるよう、
Moodleの標準機能を基本として作成する
ように配慮した。 

 
（4）国内外での学会における発表・聴講
を通じた情報収集 
 
【調査 2：Moodleを基盤とした教育実践
に関する継続的な情報収集】 

 
Moodleをはじめとした LMSや遠隔教

育に関する事例・知⾒は年々増加してい
る。⼀⽅で、発表されている⽂献の多くは
単体の授業運営や機能開発に関するものが
多く、本研究のように医学部全体、さらに
は卒前・卒後を接続する形でのシステマテ
ィックな利⽤に関しては知⾒が少ない。 



このため、各種学会等における事例発表
と合わせ、他⼤学・他施設等での利⽤に際
しての情報収集を継続的に実施することと
した。 
 
◆研究結果 
 
 研究⽅法にて記載した開発・調査に関し
て、それぞれの結果を記載する。 
 
【開発 1：Moodle本体およびプラグイン
の更新】 
  Moodleの本体を 3.7.4に更新すること
と合わせ、該当バージョンに向けたプラグ
インの更新を⾏った。この中で、標準のデ
ータベースを改善したプラグインについて
は、（1）CSVファイルからのデータ⾃動
インポート機能の追加（2）インポート時
に与える usernameの値が正しく設定され
るように改修 という 2点を⽬的として開
発していた。本開発では、これと合わせて
（3）⼊⼒されたデータについてモバイル
アプリから閲覧可能となるような改修を⾏
った。⼀般的なプラグインでは、iPhone
や Android、iPadなどのモバイル端末から
アプリ経由で利⽤する場合、正しく表⽰が
⾏われないことがある。本開発プラグイン
についても同様の傾向が⾒られていたた
め、⼊⼒済み情報を閲覧する際にはモバイ
ルアプリから利⽤可能となるようにした。 
 Moodle からの情報抽出のために⽤いた
プラグインに関しては、2018 年度開発版
であっても利⽤に際して⼤きな動作不具合
等は発⽣していなかった。⼀⽅、最新版に
対応させることで抽出可能なデータ形式の
種類増加などの改善が⾒込まれた。このた

め、データベースプラグインと合わせた改
修を⾏った。 
 これらの開発において、特にデータベー
スの改善については広く公開し、Moodle
ユーザの利便性を⾼める必要もあると考え
た。このため、⽇本ムードル協会の主催す
るMoodleMoot Japan 2020 の際に実施さ
れる「ベスト・ムードル・イノベーション
賞 2019」への応募を試みた。 
 応募の直前において、2019 年末にリリ
ースされたMoodle 3.8 では(2)で記載した
usernameインポート機能が標準機能とし
て改修済であることが明らかになり、プラ
グインとしての利点が薄れてしまったが、
開発成果を共有する⼀環として応募は継続
した（図 8）。なお、プラグインについて
は GitHubを⽤いてダウンロード可能な形
で公開済となっている（図 9）。 
 

 
図 8 応募したプラグイン 

 



 
図 9 公開サイト (GitHub) 

   
このほか、Moodle3.7.4への更新と合わ

せ、導⼊済であったプラグイン、
Completion ProgressやLevel upなどにつ
いても最新版への更新を完了させた。 
 また、以上の更新と合わせ、学内でのダ
イナミックシラバスを Jichi Personal 
Assessment system for Learners（JPAL）
と称することを研究班内で合意した。以
下、本稿におけるダイナミックシラバスは
JPAL表記で統⼀するものとする。 
 
【開発 2：「診断学のまとめ」教材の導
⼊】 
 診断学のまとめは、学内で作成された
PowerPoint ベースの教材（全 1400 スライ
ド強）である。従来は座学での講習会⽤に
作成されていたものであるが、JPALとし
ての利⽤に際し、Moodleで利⽤可能な独
学⽤の教材とする必要があった。このた
め、PDFおよび⼩テストの形式に変換す
る作業を⾏った。 
 PDFについては 1 スライドごとに 1ペ
ージの資料とし、テーマごとに分割して作
成した。⼩テストに関しては解答解説をフ
ィードバックに⼊れた形とし、同様にテー
マごとに分割した問題バンクとしての作成

を⾏った。図 10 としてMoodle 上の画⾯
を⽰す。 

 
図 10 Moodleに掲載した PDFと⼩テス
ト 
 
Moodle 上では⼀度作成した問題バンク

を複数のコースで共有することが可能であ
る。しかし、他のコースから問題バンクを
移動する際は⼀般の教員権限では不可能で
ある。このため、問題バンクを移動するた
めだけに利⽤する権限・アカウントを作成
し、必要に応じて⾃分の担当する科⽬等に
複製できるよう設定した。 
 
【開発 3：ダイナミックシラバスとして利
⽤可能な教材の設計と運⽤】 
 
 開発 2 で⽰したような教材に関し、
JPALとして⾃⼰学習や授業等での活⽤を
推進するためには、教員・学⽣双⽅におけ
る履歴管理などの機能が求められる。2018
年度の研究より、Completion Progressお
よび Level upプラグインを導⼊・試⽤を
⾏っていた。前者は教材を完了したかどう
かを確認することに重きが置かれており、
後者はどれだけの繰り返し学習を⾏ったか
に重きが置かれている、という特徴があっ
た。すなわち、総括的評価を含めた進捗管
理を⾏うのであれば前者が、形成的評価と



して個々⼈の学習度合いを確認するのであ
れば後者が、それぞれ適していると⾔え
る。本年度の研究では前者を導⼊した。図
11 は開発 2 の教材にプラグインを適応し
た例である。 
 実際に JPAL事例として運営できた科⽬
としては、「シミュレーション実習」が挙
げられる。本科⽬は本来、3⽉にシミュレ
ーションを⽤いて外科系の⼿技練習を⾏う
ためのものであった。しかし、年明けから
の新型コロナウイルス感染拡⼤にともな
い、集合型での授業形態を休⽌して eラー
ニングでの運⽤へと変更された。この科⽬
においても、前述の Completion Progress
を⽤い、進捗管理を教員・学⽣の双⽅が⾏
いやすくする形式を整えた。 
 

 
図 11 Completion Progressの設定例 

 
 JPALとして学⽣の学習到達度を評価し
ていくためには、各科⽬単位での評価に加
え、カリキュラム全体としての評価に結び
つく要素が必要となる。これはディプロマ
ポリシーの他、医学教育においてはモデル
コアカリキュラムが該当する。2018 年度
の研究ではこれらの情報をMoodle 内に埋
め込める形としていた。2019 年度の科⽬

については、各科⽬におけるシラバスの情
報は Excelで⼊⼒されていたが、2020 年
度のシラバス情報についてはMoodleのコ
ンピテンシー機能を使って直接Moodleで
⼊⼒・編集することとした。これにより、
各科⽬にディプロマポリシーとモデルコア
カリキュラムを紐付けることが可能とな
り、学⽣の到達状況について科⽬を横断し
て確認するための⽅法が整備された。図
12 としてMoodleでのコンピテンシー⼊⼒
画⾯の例を⽰す。 
 

 
図 12 コンピテンシー設定 

 
【開発 4：Moodle利⽤促進の教材開発】 
 
 Moodleの理念として提⽰されている社
会的構成主義について、PDFでの学習資
料および知識確認のためのテスト問題をあ
わせた学習⽤教材を作成した（図 13）。 
 



 
図 13 社会的構成主義に関する教材 

 
 また、実際にMoodleの操作を学習者の
⽴場から体験し、Moodleで実施可能なこ
と・実施困難なことを検討することができ
るコースを作成した。本コースはMoodle
に関する機能説明会においても利⽤した。
作成されたコースに関し、例として⼩テス
トを紹介した部分を図 14として⽰す。 
 

 
図 14 Moodle利⽤説明⽤コース 

 
【開発 5：動画・⾳声等を⽤いたアウトプ
ット型教育コンテンツの作成と運⽤】 
 
 ⾨⽥班河北グループとの連携において、
動画・⾳声等のマルチメディアを利⽤した
学習教材の開発を⾏った。この研究成果に

ついて、Moodleの基本機能のみを⽤いて
設定し、JPALの教材として利⽤可能とな
るよう検討を⾏った。元の教材で求められ
る要素には、以下のような項⽬が挙げられ
ていた。 
 
l ⽂字や画像に加え、動画や⾳声も⽤い

て情報を提⽰する 
l 学習者の解答に応じて提⽰される情報

が変化する 
l 試験としての利⽤だけではなく、学習

⽤の教材としても利⽤できるよう、解
説を随所に加える 

 
本年度の研究においては、特にMoodle

の⼩テストを利⽤することで上記の 3 項⽬
が実現可能であることを確認できた。以
下、画⾯の画像を含めて結果を整理する。
今回のサンプルとしては 4つの症例を
Moodle 上で作成した（図 15）。 
 

 
図 15 動作検証⽤の症例 

 



 Moodleの⼩テストの中では、「説明」機
能を⽤いた動画の埋め込みと「多肢選択」
形式の問題を組み合わせることを基本とし
た（図 16）。また、⼩テストの機能とし
て、次のページに進んだら前に戻れない
「順次回答」の設定を⽤いることとした。 

 
図 16 ⼩テストの画⾯サンプル 

 
 ⼩テストの設定として、フィードバック
を「即時フィードバック」にすることで、
学習者は 1問 1問をその場で採点し、各設
問に設定されたフィードバックを閲覧する
ことができる。これにより、医療⾯接等の
場⾯を設定した際、学⽣の選択に応じた回
答のみをフィードバックすることが可能に
なる（図 17、図 18）。開かれた質問として
の医療⾯接は再現が困難であるが、閉じた
質問であればこうした教材でも学習を可能
とすることができる。 
 

 
図 17 選んだ内容に対して⽂字で提⽰ 

 

 
図 18 選んだ内容に対して動画で提⽰ 

 
また、選択肢そのものを動画や画像とし

て提⽰し、解答させる形式も可能である
（図 19）。これに関しても、実際の診察お
よびその結果の判断に関して問うことがで
きる設問を実装できたことになる。 

 
図 19 動画を選択肢とした事例 



 
これらは卒前・卒後の双⽅において求め

られる知識・技能を取り扱っている。類似
の課題を学⽣・研修医それぞれが利⽤可能
な形とすることで、卒前教育と卒後教育と
をシームレスに接続するための⽅策として
利⽤することが可能となる。 
 
【調査１：ダイナミックシラバスの運⽤状
況】 
 
 JPALとしての機能を⽤いた授業での利
⽤ログ調査として、前述した「シミュレー
ション実習」を例として扱う。本授業は 3
⽉に実施されており、該当学年はこの授業
のみが開講されているため、純粋に JPAL
としての利⽤ログのみを確認することがで
きる。この結果を図 20 として⽰す。 
 この結果において、該当学年（M4）以
外は⼀⽇あたりのログ件数が数千件であっ
たが、該当学⽣に関しては授業期間に数万
件のアクセスログが⾒られている。単純計
算として、1 ⼈あたりのログ数が 10倍に
なっていた。 
 

 
 
図 20 シミュレーション実習時のログ 

 
 サーバ負荷に関しては、CPU・メモリと
も数⼗％の消費状況であり、平常時とシミ
ュレーション実習利⽤時を⽐較しても⼤差
はなかった。これは、全⽂検索データベー
ス処理など、サーバ内の⼀部のシステムは
常時動作しており、平常時でも⼀定の
CPU・メモリを利⽤しているためである。
⾔い換えれば、JPALを運⽤開始したこと
によるサーバの負荷は現時点では増⼤して
いないと⾔える。 
 ⼀⽅、数百MB〜数 GBの動画コンテン
ツを掲載したことにともない、Moodleの
保存領域に関しては少しずつ消費量が増加
している。今後、動画等のコンテンツが増
加した場合は容量不⾜の可能性が⾼まって
くる。このため、動画配信のみを⾏うサー
バ等を別途検討する必要が⽣じるだろう。 
 
【調査 2：Moodleを基盤とした教育実践
に関する継続的な情報収集】 
 

11⽉にスペインで開催された
MoodleMoot Globalに参加し、Moodleの
各国における活⽤状況に関し、情報収集や
ディスカッションを⾏った。特に英国
Open Universityにおける管理状況の解析
やMoodle Mobile アプリの独⾃カスタマイ
ズ、ワークショップとして⾏われた
Gamificationの活⽤などについては本研究
でも類似した取り組みを⾏っている部分も
あり、参考になるものであった。⼀⽅、医
療分野での応⽤事例の発表もあったが、
Moodleの基本的な機能を⽤いた教育実践
の事例のみであり、本研究のようにシステ
マティックに進めることはなされていなか



った。 
 
◆考察 
 
 2019 年度は（1）システムの運⽤・改
善、（2）学習⽀援⽤・Moodle利⽤促進⽤
の教材開発（3）⾨⽥班との連携による学
習⽤教材の実装（4）国内外での学会にお
ける発表・聴講を通じた情報収集を⾏っ
た。⼀⽅、2019 年末より新型コロナウイ
ルスの感染拡⼤にともない、国内外での教
育体制が⼤きく変化しているという状況が
ある。座学での集合型の授業や実験室での
実習、病院での臨床実習など、その形式を
問わず、対⾯型での実施が中⽌ないし縮⼩
しており、オンラインでの実施形態の可能
性を探っている状況がある。 
これを踏まえ、2020 年度は以下の研究

を進めることを⽬指す。 
 
【研究 1：国内外における情報収集および
研究成果の共有】 
 
 MoodleMoot Global や AMEE等の国際
学会、⽇本医学教育学会や⽇本教育⼯学会
などの国内学会など、国内外において医療
教育に限らず遠隔教育をはじめとするテー
マを扱う学会は複数存在している。こうし
た学会においては、学会⼤会⾃体をオンラ
イン開催へと移⾏するとともに、オンライ
ンでの教育実践に関する知⾒の共有が⾏わ
れ始めている。 

本研究で推進している JPALに関しては
医療のみならず成⼈教育や⽣涯学習に対し
ても利⽤可能な枠組みであると考えられ
る。2018 年度・2019 年度での試験運⽤の

結果を発表・共有するとともに、国内外の
教育上の課題や Good Practice情報を収集
し、システムの改善につなげる。 
 
【研究 2：学⽣⽤・教員⽤それぞれに対す
る教材の検討】 
 
 JPALで運⽤するにあたっての学習教材
と合わせ、教員側が JPALを効果的に活⽤
していくための解説教材なども必要不可⽋
である。特に新型コロナウイルス等の影響
を踏まえた新しい⽣活様式の中では、遠隔
教育の実践が増⼤すると考えられる。この
ような環境下においては、従来の講義や実
習の内容を JPALに落とし込んでいくにあ
たっての⽅策等を整理し、教職員の FD・
SDとして情報提供していくことも求めら
れる。以上を念頭においた教材の追加開
発・共有を⽬指す。 
 
【研究 3：⾨⽥班との連携による教材の充
実化】 
 
 本年度の研究においては、動作検証とし
て 4つの症例をとりあげたが、Moodleの
標準機能のみを利⽤することで教材を
JPALに落とし込むことが可能であった。
このため、2020 年度においても引き続き
⾨⽥班との連携を⾏ない、教材の充実化を
図る。 
 
 繰り返しではあるが、2020 年始からの
新型コロナウイルス感染拡⼤にともない、
国内では遠隔教育の需要が増加している。
JPALをはじめとしたシステムにより、知
識・技能・態度の教育を⽀援していくため



の⽅策を整えていくことが急務であろう。 
 
E. 2020 年度の研究成果 
 
◆研究⽅法 
 
 2020 年度は 2019 年度からの継続として
（1）システムの運⽤・改善（2）学習⽀援
およびMoodle利⽤促進⽤の教材開発と運
⽤（3）Moodle から得られたデータを⽤い
た解析のトライアル（4）各種学会におけ
る情報収集および成果発表 を⾏った。以
下に当該年度の詳細を記載する。 
 なお、前述のように、新型コロナウイル
ス感染症の影響を受け、2019 年度末より
オンラインでの教育実践のニーズが⼤幅に
増加した。2019 年度までの研究にて構築
されたMoodleを⽤いた教育実践の利⽤率
も増⼤されることが想定されたため、本研
究における評価を⽬的として、種々のデー
タ収集と解析を追加実施することとした。 
  
（1）システムの運⽤・改善 
 
【1-１：ダイナミックシラバスの運⽤状
況】 
 
サーバ負荷について、2018 年時点での

利⽤率からはMoodleに運⽤上の⼤きな負
荷が⽣じることもなく、継続的なデータ収
集はほぼ必要ないという結論を得ていた。
しかし、2019 年度末からの利⽤増加がみ
られたため、時期を特定せず不定期に
Moodle 上のログ調査することを継続的に
⾏った。 
サーバの負荷を計測する⽅法としては、

Moodleがインストールされたサーバにア
クセスすることが第⼀に考えられる。しか
し、サーバ上でデータを取得するにはサー
バ操作のスキルが必要になることに加え、
誤操作による障害発⽣の危険がともなうこ
とになる。このため、Moodleの管理画⾯
から測定可能であれば、この⼿法をとるこ
とが望ましい。本研究では、無料のプラグ
インとして配布されている Edwiser Site 
Monitorを利⽤した。本プラグインは
Moodleの管理者のみが利⽤可能であり、
Moodleサーバの CPU・メモリ・ストレー
ジの使⽤率をリアルタイムで確認すること
が可能となる。また、5分間隔で 24時間
のサーバ負荷を記録している。このため、
Moodleを⽤いた試験実施などでアクセス
が集中した時間帯の負荷を後から確認する
ことにも適している。なお、およそ 1週間
分のサーバ負荷測定記録が保存されてお
り、Moodleのデータベースからはこの情
報を取得することも可能である。本研究で
は、Moodleのデータベースから直接情報
を取得することで、⻑期期間での負荷⽐較
検討を⾏うこととした。 
 
【1-2：Moodle本体およびプラグインの更
新】 
 
 2019 年度に引き続き、2020 年度も
Moodleのバージョンアップ、および開発
プラグインの更新を⾏った。2019 年度と
異なる点として、ほぼすべての授業・実習
でのオンライン教育が利⽤されていること
にともない、サーバを停⽌可能な⽇時が限
られてしまうということが挙げられた。 
 Moodleは半年に 1回のメジャーバージ



ョンアップがあり、2020 年度中に利⽤可
能となる最新版は 3.10 であった。⼀⽅、
⻑期期間の更新保証がなされている LTS
のバージョンは 3.9 であったため、両者の
機能を⽐較検討したうえで 3.9 に更新する
ことを定めた。 
これに合わせ、2018 年度に委託開発し

たプラグインに関しても改修が必要となる
ため、3.9対応を⽬指した開発を新たに検
討した。また、利⽤増にともない、学⽣・
教員双⽅の利便性が⾼まるよう、ユーザイ
ンターフェースの更新も検討した。 

 
（2）学習⽀援およびMoodle利⽤促進⽤
の教材開発と運⽤ 
 
【2-1：Moodle利⽤⽀援のための動画教材
作成】 
 
 Moodleの⼤幅な利⽤増にともない、学
⽣・教職員の双⽅に対する利⽤⽀援が必要
となった。2018 年度・2019 年度には基本
的なMoodleの概念を解説する観点から教
材を作成した。これを受け、2020 年度で
は実際にどのような場⾯でどのような機能
を利⽤すればよいのか、実際の設定⽅法の
紹介と合わせた教材作成を⾏った。 
 
【2-2：Moodle利⽤⽀援のための FD設
計】 
 
 Moodleは機能が豊富であるがゆえに、
特に教職員の⽴場で教材を作成する際に作
業が滞ってしまうことも⽣じる。このた
め、Moodleの利⽤⽀援を⾏うための FD
を設計し、特に初めてMoodleで教材作成

する際の流れをハンズオン形式で実施する
ための枠組みを準備した。 
 また、実際に作成した教材や利⽤者の声
などを紹介し、より教材作成をスムーズに
⾏っていくことが可能となるような発展的
な FDについても検討を⾏った。 
 
【2-3：各種教材の導⼊】 

 
2019 年度は診断学を主とした独学⽤の
PDFおよび択⼀問題をMoodle⽤に変換
し、実装した。本年度はこれに加え、各授
業における学習⽤教材として動画や PDF
資料、理解度確認⽤の⼩テストやレポート
課題、質問掲⽰板などのコンテンツを
Moodle 上に追加した。 
 
（3）Moodle から得られたデータを⽤いた
解析のトライアル 
 
 2020 年度と合わせ、本研究の研究期間
であった 2018 年度・2019 年度のMoodle
利⽤ログデータを抽出し、卒前・卒後をシ
ームレスに接続するための学習⽀援・教育
⽅法などに関する知⾒を抽出することを⽬
指した。 
 
【3-1：利⽤件数を⽤いた解析】 
 
 Moodle 上では多様なログデータが保存
されており、その組み合わせ次第で様々な
観点からの解析が可能となる。⼀⽅、複数
のログデータを組み合わせる解析は事前処
理も複雑となり、応⽤可能性が低くなって
しまうことも危惧される。本研究では国内
外での先⾏研究を参考とし、最も標準的な



利⽤ログである閲覧件数や⼩テストの受講
件数などに着⽬した集計と解析を⾏った。 
 
（4）各種学会における情報収集および成
果発表 

 
Moodleをはじめとした LMSや遠隔教

育に関する事例・知⾒は年々増加してい
る。2019 年度に引き続き、医療系に限ら
ず、広く⾼等教育を扱う学会・研究会を対
象として情報収集を⾏った。また、本研究
の成果発表を含め、⼝頭発表や論⽂投稿を
実施した。 
 
 
◆研究結果・考察 
 
 研究⽅法にて記載した開発・調査に関し
て、それぞれの結果と考察を記載する。 
 
【1-１：ダイナミックシラバスの運⽤状
況】 
サーバ上の CPU、メモリ、ストレージ

の利⽤状況のグラフを図 21、図 22、図 23
に⽰す。横軸の⽇付は図 21から図 23まで
共通である。 

 

 
図 21 CPU利⽤率 

 

 
図 22 メモリ使⽤率 

 

 
図 23 ストレージ使⽤率 

 
図 21 では、CPUの利⽤が 7⽉に急増し

ている部分がみられた。これはこの期間、
学内での⼀⻫試験が⾏われたことに起因す
ると考えられる。時間を決めて 100 ⼈以上
の学⽣が同時に Moodle へアクセスしたこ
とにより、サーバの負荷が⾼まっていたこ
とが⽰唆される。また、この際に⾏われた
試験は画像を多⽤するものであり、100 名
以上の学⽣にほぼ同時に⾼画質の画像を表
⽰する過程での負荷増加が想定された。 
画像を⽤いず、⽂字情報のみで⾏う試験

であれば、ここまでの負荷は⽣じなかった。
1 ⽉と 2 ⽉に CPU の利⽤が少し⾼まって
いる⽇がみられるが、この両⽇にも時間を
決めた試験の利⽤が⾏われていた。この結



果から、本研究で⽤意したサーバと同程度
〜50％程度の規模のサーバであれば⼀⻫試
験の運⽤にも耐えうる規模といえる。 
図 22 では、メモリの使⽤は 25〜35％程

度で推移していることがわかる。CPUと異
なり、Moodleのメモリは同時利⽤者の⼈数
に起因する部分も多いため、試験実施の時
期で特化して利⽤が増加することはない。
本研究でのサーバは 64GB のメモリを有し
ていることから、16GB〜32GB程度のメモ
リであればオンライン授業の利⽤が増加し
た場合でも対応可能といえる。 

なお、CPUとメモリの使⽤率が著しく低
下した 2020 年の 12⽉、2021 年の 2⽉は、
それぞれ停電が発⽣した時期であった。前
者はサーバを設置している建物の定期検査
に起因する停電であり、後者は福島県沖で
発⽣した最⼤震度 6 強の地震に起因するも
のであった。いずれも⻑時間の停電であり、
無停電電源装置（UPS）の対応可能時間を
超えたため、⼀時的にサーバが停⽌してい
た。サーバ停⽌時はデータが計測されてお
らず、電源を復帰した直後は CPU・メモリ
の使⽤率が低くなるため、特筆して利⽤率
が抑えられていたといえる。 

23 では、2021 年度よりストレージの利
⽤が急増していることがわかる。オンライ
ン授業の利⽤にともない、PDFや動画資料
Moodle に多数掲載されるようになったこ
とに起因する。本研究ではバックアップを
除いてストレージが 250GB として設計し
ていたため、利⽤増となった早い段階で動
画を外部サーバ（Vimeo）に掲載することを
確定した。これにより、サーバのストレー
ジ利⽤を抑えることができた。本研究の
Moodle と連携させた Vimeo には 2020 年

度の 1 年間で 1000 を超える動画が掲載さ
れた。Vimeoの動画件数を図 24に⽰す。 

 

 
図 24 年別の掲載動画件数 

 
1 本あたりの動画は数⼗ MB〜数 GB で

あり、平均として 1〜200MB程度と想定さ
れる。このため、年間で数百 GB の動画が
掲載された計算となる。2 年⽬以降に再利
⽤可能な動画も⼀定数あることは想定され
るが、この傾向が継続する場合、年間で数
百 GB のストレージが利⽤され続ける可能
性もある。このため、CPUやメモリとは異
なり、動画等の資料については予め別サー
バの利⽤を念頭に教育コンテンツの掲載を
考える必要があると⽰唆された。 

 
【1-2：Moodle本体およびプラグインの更
新】 

 
2020 年 10⽉にMoodle 3.9.2 への更新

を⾏った。これにともない、導⼊プラグイ
ンに関しても最新版への変更を⾏った。 

2019 年度、⽇本ムードル協会の「ベス
トムードル・イノベーション賞」へ応募し
たデータベースプラグインに関しては、他
の LMSや学習履歴管理のシステムと連携
するにあたっての利便性を⾼める改修をあ



わせて実施した。これにより、2019 年度
までは「開発したプラグインでのみ」外部
サーバからのデータ受け取りが可能であっ
たが、2020 年度からはMoodleの標準機
能で作成した項⽬に対してもデータを挿⼊
することが可能となった。 
具体的には、外部から受け取るデータを

CSV形式で指定されたMoodleのサーバ内
に保存することで、決められた時間に⾃動
的にMoodleのデータベースへと CSVの
内容が保存されることになる。Moodleの
標準機能と異なり、他の LMSや eポート
フォリオ、電⼦シラバス等からも情報を取
得することが可能となり、データの連携が
より柔軟に⾏いやすくなった。 
Moodle本体のバージョンは、2021 年

11⽉以降、4.0へと更新されることが決ま
っている。Moodle 4.0からは⼤規模なイン
ターフェースの改善なども⾏われるため、
3.X系列のMoodle からの移⾏には注意す
る必要がある。このため、4.0以上への移
⾏に際しては予め試験運⽤が可能な状態を
準備する必要がある。また、標準機能以外
のインターフェースを⽤いるプラグインは
利⽤を回避することが望ましい。 

本研究において、複数のプラグインを開
発しているが、いずれも標準機能をベース
に機能追加を⾏っており、このような⼤幅
な変化に対しても対応が可能である。 

 
【2-1：Moodle利⽤⽀援のための動画教材
作成】 
 
 Moodle操作解説と題して、20 本以上の
操作解説動画を作成した。職場で再⽣する
場合には⾳声が出しづらい環境が想定され

るため、動画はすべて字幕付きで作成し
た。動画の例を図 25として⽰す。 

 
図 25 操作解説動画の例 

 
図 25で⽰した⼩テストの作成に関する
動画は 300 を超える再⽣回数であり、実際
に⼩テストがMoodle 内で多⽤されたこと
が想定される。⼀⽅、操作⼿順が複雑であ
るがゆえに閲覧回数が増加していると考え
ることもできる。後述の FDと合わせ、利
⽤⽅法が複雑な機能については個別の解説
枠を⽤意するなども⽀援⽅策として必要で
あることが⽰唆された。なお、作成した他
の動画は以下の URLより閲覧可能である
（閲覧パスワード mdl） 
https://vimeo.com/showcase/7001941/  

 
【2-2：Moodle利⽤⽀援のための FD設
計】 
 
 Moodleを初めて利⽤する学習者を対象
として、2 時間の FD講習会を設計した。 
講習会のゴールとしては、Moodleの基

本的な機能として「ファイル掲載」「⼩テ
スト」「課題」「フォーラム」が設定できる
こととした。いずれもオンライン授業を運
⽤するうえでは必要不可⽋となる機能であ
り、かつMoodleの標準機能であることが



理由である。これに加え、「利⽤制限」や
「活動完了」を設定することで、課題とし
て提⽰したコンテンツを学⽣が正しく実施
できているか管理しやすい仕組みとした。 

1回あたりの参加者数は 10〜20名程度
とし、操作に関する質問等にも可能な限り
その場で答えられるような⼈数設定を⼼が
けた。講習会時は参加者 1名 1名に対して
初期設定のコースを与え、ハンズオン形式
で実際にMoodleを操作しながら学習する
ことが可能な⽅式とした。 
 また、4⽉からのオンライン授業実施を
受けて、学⽣・教職員に実施したアンケー
ト結果の紹介などを含めた FDも別途で実
施した。アンケートの結果では、特に学⽣
の声として動画や PDFを⾃分のペースで
閲覧することができ、必要に応じて繰り返
し学習できるという利点が記載されてい
た。⼀⽅、すべて⾃分で時間管理を⾏いつ
つ学習のペースを保つ必要があり、⾃⼰調
整学習を進めていくことに慣れない学習者
には⼾惑いもみられた。加えて、特に症例
検討などをテーマとしたレポート課題につ
いては、模範解答や解説といったフィード
バック要素を求める声も⾒受けられた。 
 Moodle利⽤にともなう情報発信とし
て、教材の著作権に関する内容も扱われ
た。Moodleのような LMSに教材を掲載
し、学⽣が⾃由に閲覧・学習できるように
することは、これまで著作権法 35条で認
められる例外規定には値しないとされてい
た。現在では著作権法の改定にともない、
補償⾦制度によって学⽣教育に限って利⽤
可能となった。しかし、本内容については
改正されたばかりの新しい情報であり、教
育関係者の間でも浸透しきっていない情報

と考えられた。このため、Moodleの操作
説明と合わせ、著作権法の例外規定に関し
ても情報共有することを実施した。 
 
【2-3：各種教材の導⼊】 

 
図 26として、各年度において作成され

たMoodleの各機能の件数を⽰す。 
 

 
図 26 Moodleの年度別機能利⽤件数 

 
⾊分けは年度を⽰しているが、2020 年

度は前年度と⽐較して⼤幅に増加している
ことが分かる。従来は限られた科⽬の中で
のみ利⽤されていたが、2020 年度はほぼ
すべての授業・実習でコースを作成し、教
材を載せることとなったため、件数が数⼗
倍〜百倍程度に増加したと考えられる。 
突出して多い項⽬である resourceは
PDF等の資料を掲載するための機能であ
る。各授業においてスライドや補⾜解説の
論⽂などが提⽰されたため、この項⽬は顕
著に件数が多くなったと考えられる。次い
で多い項⽬は quiz（⼩テスト）、assign
（課題）、forum（掲⽰板）と続いている。
これらはいずれも前項で述べた FDで扱わ
れた項⽬であり、利⽤が必然的に増加して
いたものと考えられる。 



 
【3-1：利⽤件数を⽤いた解析】 
 
図 27として、2018 年度から 2020 年度

までの隔⽉のログ件数⽐較を⽰す。 
 

 
図 27 ⽉別・年度別の利⽤件数 

 
 2020 年度は前年度までと⽐較して各⽉
で 20倍〜200倍のログ件数となってい
た。合計では 2019 年度がおよそ 30万
件、2020 年度はおよそ 730万件と 20倍以
上となっていた。なお、2019 年度の 3⽉
は同年度の他の⽉と⽐較して利⽤が⼤幅に
増加していた。これは新型コロナウイルス
感染症にともない、対⾯で予定されていた
実習を⼀部 eラーニングに置き換えて実施
したことに起因するものであった。 
図 28 は学年別に利⽤件数を整理したも

のである。なお、特に断りの無い限り、図
28以降は 2020 年度に特化したデータを⽰
すものとする。 
 

 
図 28 学年別の利⽤件数 

 
 ⽉によってばらつきはあるものの、すべ
ての学年での利⽤がみられた。学年別の総
件数では4年⽣が 145万件程度で最も多く、
5年⽣が 105 万件程度で最⼩となった。 

続いて、各学⽣を X 軸にとった結果を図
29 に⽰す。 
 

 
図 29 学⽣別ログ件数 

 
 各学⽣の件数を集計すると、中央値 9165、
第 1四分位数 7670、第 2四分位数 11063と
なっていた。⼀⽅、図 29 のグラフからは特
に利⽤件数の多い学⽣や少ない学⽣も⼀定
数存在することが⾒てとれる。 
 先⾏研究では利⽤件数・回数が少ない学
⽣に対し、at-risk の可能性があると判断で
きることを結論付けているものもある。こ
うした先⾏研究では掲⽰板等を⽤いた意⾒
交換・ディスカッションをテーマとした授



業や研修が扱われている。このため、ログ
の件数がそのまま議論への参加度を反映す
ると考えられるため、上記のような結論を
導いていた。 
 ⼀⽅、本研究で利⽤している教材は、図
26 でも⽰すように PDF 等を⽤いた資料閲
覧型の教材がかなりの割合を占めている。
また、⼩テストや課題など、学⽣個⼈での
利⽤が主体となる教材も多い。教材の内容
を理解できることが教材を利⽤した学習の
ゴールとなるため、1−2回の学習で理解が
可能な教材の場合には利⽤件数が少ない数
値にとどまることも考えられる。逆に、理
解が不⼗分な場合には合格点になるまで繰
り返しの受験が必要となるため、利⽤件数
も必然的に増加してしまうこととなる。 
このため、特に⼩テストの受験回数や関

連する動画・PDF の閲覧回数については、
学年全体の平均値や中央値などを参考とし、
⼤きく外れている学⽣について at-riskの可
能性があると判断することとした。 
図 30 は、図 26で⽰した機能について、

学⽣がどのような学習活動を⾏ったかを集
計したものである。 

 

 
図 30 活動別の利⽤状況 

 
  図 26で⽰したように、Moodle 上に作成

された教材としては PDF等の閲覧
（resource）が最も多かったが、利⽤状況
では⼩テスト（quiz）が最⼤値となった。
この理由として、⼩テストは閲覧と合わ
せ、回答提出（submitted）、採点結果の確
認（reviewed）など、複数の学習動作の組
み合わせとなることが挙げられる。実際、
閲覧だけでみると resourceが最頻値とな
っており、他のログ件数と合わせて quiz
が最⼤となっていた。 
 学⽣の学習ログを解析するにあたって
は、どのような学習⾏動が取られたかによ
って区分して扱うことが必要となる。特に
オンライン教育においては（A）学⽣が受
動的に資料を閲覧するもの（B）与えられ
たテストや課題を実施・提出する必要があ
るもの（C）単に成果物を提出するだけで
なく、その過程としての意⾒交換・ディス
カッションの記録も必要となるもの（D）
学習の履歴として、ポートフォリオや記録
を残すことが⽬的となるもの、など様々な
形式が存在する。前述のように、この種類
によってログの件数をどのように扱うべき
かも変化することになる。学習者に求めら
れる成果を整理し、これに適した形での評
価軸・評価⽅法を検討することで、卒前・
卒後でのシームレスな評価・学習⽀援を可
能にできると考えられる。 
 また、at-riskな学⽣を予測するためのア
ルゴリズムについても検討が必要である。
例えば単純なログ件数の⽐較を⽤いても先
⾏研究と同様の予測を⾏うことは可能であ
る。しかし、継続的な利⽤を考えた場合、
単にログの件数だけでは不⼗分であり、
Moodle 内での⼩テストの成績などを総合
的に⽤いた予測が必要となる。例えば以下



の学⽣を想定する。 
A. 受験回数 1回、満点 
B. 受験回数 10回、ほぼ毎回満点 
C. 受験回数 1回、半分程度の正答 
D. 受験回数 10回、最初は 0点だが

最後には満点 
E. 受験回数 20回、最初から最後ま

で半分程度の正答 
この場合、⼀般的には Aと Bは成績優秀
な群に分類されると考えられるが、ログの
件数では Aと Bで 10倍の開きが⽣じ得
る。また、形成的評価として判断するので
あれば、最終的に満点が取れるようになっ
たDは C・Eに⽐べて評価が⾼くなるべき
であるが、単純な件数では Eが最⼤とな
る。また、Aや C は受験回数が少ないた
め、偶然性の作⽤も否定できない。 
 このような状況は容易に想定され、ログ
の件数が増加した分、類似の状況も発⽣し
やすくなっていると考えられる。このた
め、機械学習等を⽤いた予測を⾏うにあた
っては、そのための指標をより⼊念に検討
することも必要となるだろう。 
 
F. 今後の課題 
 
（1） 共通基盤としての設計 
 

2019 年度に引き続き、Moodleの更新と
プラグインの改修を実施した。いずれも問
題なく実施することはできたが、不具合修
正なども考慮し、定期的な更新作業は必要
になるものと思われる。 
これに加え、2021 年度中に予定されて

いるMoodle 4.0 の公開により、インター
フェース等が⼤きく変更されることは更新

を続けるにあたっての懸念材料となる。⼀
つの⽅法として、LMSそのものを共有・
配信するのではなく、LMSを通じた教材
の配信を優先することが考えられる。 
Moodle等の LMSは LTI（Learning 

Tools Interoperability）を⽤いて他の LMS
と教材を共有することが可能である。この
ため、共有する⺟体となる LMSを準備
し、各⼤学・各病院等の LMSを接続する
ことで教材を利⽤する形式とすることがで
きる。この場合、LMSの基本構造は変え
ることなく、該当の教材のみを利⽤するこ
とができるため、Moodleのインターフェ
ース変化による影響を最⼩限に抑えること
が可能なる。 

2019 年度の成果の⼀つとして実施し
た、⾨⽥班との協⼒で作成した教材の実装
においても、LTI を⽤いて他のMoodle か
ら利⽤可能となる仕組みを試験的に整備し
た。動作検証の結果、⽀障なく教材での学
習が可能であることが確認された。⼀⽅、
この場合は課題として、常に外部LMSと
の接続が求められるため、データの保有・
管理に際しては施設内の LMSのみを使う
場合と⽐較して⼊念な対応が必要になる点
は注意が必要である。 
 
（2） 卒前・卒後の教育をシームレスと

するための⽅略 
 
 本研究では卒前・卒後の学習・教育をシ
ームレスに接続することを⼀つの⽬標とし
て掲げてきた。特に 2020 年度の研究成果
として、Moodleを主体としたオンライン
教育の仕組みは新型コロナウイルス感染症
対策としても有⽤であり、平常時において



も知識学習を主体とした学びを⽀援するた
めの教材として利⽤可能であることが⽰唆
された。 

加えて、卒後でも同様の LMSを利⽤
し、共通のフォーマットを⽤いて評価表を
作成することで、EPOC2 等を⽤いて⾏わ
れている卒後臨床研修と同様の評価を
Moodle 内でも実施することができる。
LMS内で評価を完結することで、システ
ム利⽤者の負担を軽減することが可能であ
る。また、学習者の評価等を⾏う際、総括
的評価としての記録だけでなく、種々の学
習教材を⽤いて学んだ過程、形成的評価を
結びつけることも可能になる。 

⼀⽅、（1）で⽰した課題と同様、学習履
歴を施設間で共有する際は個⼈情報の取り
扱いも含めた課題が残る。⽇本学術会議等
でも学習履歴の活⽤に関する提⾔が出され
るなどの動きがみられているが、医療教育
の場⾯においても同様の観点から議論が必
要となるだろう。 
LMSの機能を⽤いた履歴の共有として

は、オープンバッジ等のDigital Credential
を利⽤することが挙げられる。Digital 
Credentialは学習結果の証明に加え、各学
習者がどのような学びを⾏ってきたかの履
歴も保有することができる。このため、卒
前での学習履歴を卒後の施設と共有する際
などにも有⽤となる。 

⼀⽅、Digital Credentialを利⽤する際は
共通の評価基準を⽤いることが望ましい。
発⾏の基準や評価の基準が施設ごとに異な
ってしまったのでは、医師免許を持ってい
るか否かの判断と同程度の役割しか担うこ
とができなくなってしまう。このため、学
習教材をモデル・コア・カリキュラムと紐

付けて整理するなど、統⼀基準を⽤いた教
材整備も必要不可⽋となるだろう。 
 
G. 結論 
 
 2018 年度の研究として、ダイナミック
シラバスとして学習者の学習履歴を集約管
理し、学習者による⾃⼰評価・省察⽀援お
よび教員・指導員による評価結果の閲覧・
⼊⼒を⽀援するシステムの構築を⽬指し
た。本研究ではMoodleを基盤とし、卒業
⽣など学外の学習者に対しても教材の発信
や学習履歴の管理、フィードバックを⾏う
ため、必要なサーバ機器の選定・購⼊、お
よびMoodleの機能拡張を⾏った。 
 2019 年度の研究として、JPALの運⽤お
よび教材追加等を含めたシステムの検証を
主として研究を遂⾏した。 

2020 年度では、JPALの利⽤を促進する
とともに、得られたデータから教育効果の
検証などを⾏ない、研究全体のまとめを⾏
う計画としていた。新型コロナウイルス感
染症の影響をうけたオンライン授業の利⽤
増にともない、利⽤⽀援と利⽤結果の解析
を⾏った。 

システムの負荷検証から、サーバ規模と
して本研究で整備したサーバの 50％程度
の性能であったとしても運⽤は可能である
ことが⽰唆された。⼀⽅、今後のさらなる
利⽤増加を加味すると、動画サーバの別途
設置などは検討することが求められる。 

オンライン授業の実践にともない、学習
履歴の件数は増⼤した。これにより、学習
者がどのような学習⾏動を⾏ったかを巨視
的に解析することが可能となった。加え
て、過去の履歴を教師データとして機械学



習を⾏い、成績予測等の学習⽀援に役⽴て
ることの可能性も⾒いだされた。 
 卒前・卒後をシームレスに接続するにあ
たり、クルズス等の教材と合わせ、特に臨
床実習に関連したコンテンツでの学習は⽋
かせない。2019 年度には⾨⽥班との連携
による教材の作成なども実施したが、今後
も継続的な研究として、教材の充実化を測
っていくことが必要である。 
 本研究から得られた今後の課題として、
共通教材を配信するための LMS設計や運
⽤、学習履歴の共有を容易にするための
Digital Credential発⾏等に利⽤可能な評価
⽅法の標準化、などが明らかとなった。こ
れらの課題については、本研究で得られた
成果の継続的な実践と合わせ、検討を重ね
ていく必要があると考えられる。 
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